
フルラス・岡崎記念会 2014 年度定時総会 

（自 2013 年 4 月 1 日至 2014 年 3 月 31 日） 

 

 

１． 日 時： 2014 年 6月 19 日（木） 13 時 30 分 

 

２．場 所： 東工大ｊ蔵前会館路ロイアルブルーホール大岡山キャンパス 

        〒152-8550 東京都目黒区大岡山 2-12-1 

 

３． 目的事項 

決議事項  

第 1 号議案   2013 年度事業報告承認の件 

   第 2 号議案   2013 年度収支決算報告承認の件 

   第 3 号議案   2014 年度事業計画（案）承認の件 

   第 4 号議案   2014 年度予算承認（案）の件  

 

議案資料 

2013 年度事業報告  

 

１．フルラス・岡崎記念会 2013 年度定時総会および講演会  

日時：2013 年 6月 28 日（金）14:00～ 

場所：東京工業大学百年記念会館 3F フェライト会議室 

総会議案 

 ・事業報告、決算報告等の承認 

 ・役員改選期にあたっての役員人事承認   

講演会 

       ・特別講演：「レーザーCVD による新しいもの作り」東北大学教授 後藤孝                              

     ・フルラス賞受賞講演（2013年度フルラス賞受賞者 3名）  

     ・岡崎功労賞受賞者表彰     

・岡崎清賞受賞者表彰と講演 （2012年度岡崎清賞受賞者 2名） 

 

２．記念会ホームページの更新と充実 （http://www.fokinen.com/）  (担当：岡本副会長) 

 

3． 2014 年度フルラス賞推薦募集 (7 月 1日～10 月 30 日)  (担当：鶴見副会長) 

        

４．2014 年度岡崎清賞推薦募集 (8 月 1 日～11月 30 日) (担当：鶴見副会長) 

 

５．フルラス記念先端セラミックスシンポジウム開催 (担当：鶴見副会長，鷹木幹事) 

日本セラミックス協会、フジサンケイビジネスアイ７等が主催し、隔年で、東京ビッグサイトで開 

催される「国際セラミックス総合展 2013」の併設セミナーとして、9 月 26 日（木）開催された。 

素晴らしい講師にお集まりいただいた結果、予想を大きく上回る 120 名の来場者があり、過去 

には、大きな出費を伴う行事で会ったが、今回は、15 万円を超える黒字となった。 

 

http://www.fokinen.com/


６．2014 年度フルラス賞 応募情況報告・検討会 (2014 年 1月)  (担当：鶴見副会長) 

 

７．2014 年度岡崎清功労賞・岡崎清賞選考 (2014 年 2 月)   (担当：鶴見副会長) 

 

８．2014 年度フルラス賞 米国への応募書類の送付 (2014 年 1 月 15 日) 

 

 

                    2013 年度収支決算 

収入 
   

  項目 2012 年実績 2013 年計画 2013 年実績 

1 維持会員 A 会費 400,000  400,000 400,000  

2 維持会員 B 会費 400,000  400,000 400,000  

3 正会員終身会費 250,000  250,000 150,000  

4 フルラスシンポジウム繰入金 0  50,000 157,617 

5 利息 1,147  1,000 1,190 

  小計 1,051,147  1,101,000 1,108,807  

  前年繰越 7,188,752  ¥7,300,437  7,300,437  

  合計 8,239,899  ¥8,401,437  ¥8,409,244  

支出 
   

  項目 2012 年実績 2013 年計画 2013 年実績 

1 定期総会・講演会 71,523  150,000  139,260  

  内訳 総会・会議・講演等資料印刷代    ・6720      ・23,025 

      通信、コピー代    ・2090       ・8,210 

         会場費      ・0   ・37,800 

      お茶代    ・8400   ・2,300 

      懇親会補助    ・5500   ・12,900 

      事務局出張費   ・34640   ・53,240 

      雑費    ・525   ・525 

      事務用品     ・1,260 

2 フルラス賞 111,555  120,000  108,306  

      推薦書纏め，資料作成関連 ・15,225   ・28,716 

      通信費(宅急便含) 0    ・1,700 

      お茶代     ・4,090 

      米国送付資料作成費 ・21,000   ・21,000 

      事務局出張費 ・61,680   ・52,800 

3 フルラスシンポジウム 0  0  0  

          

4 岡崎賞 358,324  350,000 12,460  

      推薦書纏め，印刷等 ・10,290   ・11,480 

      通信費 ・850   ・980 



5 ホームページ 168,840  60,000 44,940  

      メンテナンス費 ・12,600   ・44,100 

      振込手数料 ・2,290   ・840 

6 その他 29,220  50,000  31,344  

      PACRIM(米国)補助費 ・28,800   ・30,714 

      振込手数料 ・420   ・630 

7 事務費 200,000  200,000  206,370  

      会印鑑     ・6,160 

      振込手数料     ・210 

      事務局運営費 ・200,000   ・200,000 

  合計 939,462 930,000  542,680 

     
  次年度繰越金 7,300,437 7,471,437 7,866,564 

 

＊岡崎清賞の表彰時期変更に伴い、副賞賞金の出費がなかったため、大幅な支出減となった。 

 

 

                会計監査報告書 

 

    
 

 

 

 



                  

  

                 2014 年度事業計画（案） 

 

１．フルラス・岡崎記念会 2014 年度定時総会および講演会  

日時：2014 年 6月 19 日（木）13 時 30 分 

場所：東工大蔵前会館 

総会議案 

 ・事業報告、決算報告、事業計画、予算等の承認  

講演会 

       ・特別講演：「IGZOについて」半導体エネルギ研究所 山﨑舜平氏                             

     ・フルラス賞受賞記念講演（2014年度フルラス賞受賞者 3名）  

     ・岡崎清功労賞表彰 （2014年度岡崎清功労賞受賞者 3名）    

・岡崎清賞受賞者表彰と記念講演 （2014年度岡崎清賞受賞者 3名） 

 

2．2015 年度フルラス賞推薦募集 (7 月 1日～11 月 30 日)  (担当：鶴見副会長 

        

3．2015 年度岡崎清賞推薦募集 (7 月 1 日～11月 30 日) (担当：鶴見副会長) 

 

６．2015 年度フルラス賞 応募情況報告・検討会 (2014 年 12 月)  (担当：鶴見副会長) 

 

7．2015 年度フルラス賞 米国への応募書類の送付 (2015 年 1 月 15 日) 
 

8．2015 年度岡崎清功労賞・岡崎清賞選考 (2015 年 3 月)   (担当：鶴見副会長) 

 

 

 

                2014 年度予算（案） 

 

  

収入 
  

  項目 2013 年実績 2014 年計画 

1 維持会員 A 会費 400,000  400,000 

2 維持会員 B 会費 400,000  400,000 

3 正会員終身会費 150,000  250,000 

4 フルラスシンポジウム繰入金 157,617 0 

5 利息 1,190 1,000 

  小計 1,108,807  1,051,000 

  前年繰越 7,300,437  7,866,564 

  合計 ¥8,409,244  ¥8,917,564  

支出   
 

  項目 2013 年実績 2014 年計画 

1 定期総会・講演会 139,260  150,000  

2 フルラス賞 108,306  120,000  

3 岡崎賞 12,460  350,000 



4 ホームページ 44,940  60,000 

5 その他(旅費交通費他） 31,344  300,000  

6 事務費 206,370  200,000  

  合計 542,680 1,180,000  

  
  

 
  次年度繰越金 7,866,564 7,737,564 

        

 

＊昨年度と較べ、岡崎清賞の副賞賞金の出費が増えるのと、役員の出張旅費が新規に増えるた

め、大幅な支出増となる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 


